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小論文過去問題（人間学専攻） 

 

 

令和６年度 第１回 

 小児期逆境体験（Adverse childhood experience; 以下ACE）の研究により、子ども期に親との死別

や離別、虐待、親の精神疾患、親の犯罪歴、子ども期の貧困等のACEの数が多いほど、喫煙や過度の飲

酒、薬物乱用などの依存性の高い問題行動をとるようになることが報告されている。令和5年に発表さ

れた調査結果により、我が国の少年院在院者ではACEを1つ以上有する者が約86%、被虐待経験を有する

者が約42%であることが報告された。 

 非行少年を減らすためにはどうすればよいか。あなたの考えを述べなさい。（800字以内） 

 

 

令和６年度 第２回 

 民法が改正され、2022年4月1日に成年年齢が満20歳から満18歳に引き下げられました。 

 「成年年齢に達した人」は、一般的には「大人」であると見なされますが、この両者の意味は完全に

は重なり合っていないようです。例えば、中高年であっても「大人ではない」と言われることもありま

すし、小中学生であっても「君はもう大人だね」と言われることもあります。この点を考えると、「大

人」には、年齢以外の要素も含まれていると言えそうです。 

 それでは、「大人」とは、どのような人間のことを言うのでしょうか。あなたの考えを述べなさい。（800

字以内） 

 

 

令和６年度 第３回 

 ダイバーシティ（diversity）とは日本語で多様性と訳され、Sustainable Development Goals（持続

可能な開発目標）においても各目標に紐づけられている169のターゲットに「遺伝的多様性」「文化多

様性」「生物多様性」などの具体的な文言がみられる。現代社会はグローバリゼーションの浸透に伴い、

多様性は複雑な様態となり、さまざまな課題も引き起こしている。 

 多様性を認める社会とはどのようなものか、また、こうした社会の実現に向けた課題について、あな

たの考えを書きなさい。（800字以内） 



令和５年度 第１回 

経済産業省は、これまで以上に長くなる個人の企業・組織・社会との関わりの中で、ライフステージ

の各段階で活躍し続けるために求められる力を「人生 100 年時代の社会人基礎力」として定義した。社

会人基礎力は「前に踏み出す力」、「考え抜く力」、「チームで働く力」の３つの能力から構成されている。 

あなたが考える「考え抜く力」とはどのようなものか、またあなた自身の「考え抜く力」の課題につ

いて述べなさい。（800 字以内） 

 

 

令和５年度 第２回 

日本国の刑法第９条には「死刑、拘禁刑、罰金、拘留及び科料を主刑とし、没収を付加刑とする」と

規定され、日本は死刑制度が残る数少ない国です。死刑執行の日にちは当日言い渡されていますが、「死

の準備」という点から、当日言い渡すことの問題点も指摘されています。死刑執行の日にちを当日言い

渡すことの是非について、その理由とともにあなた自身の考えを述べなさない。（800字以内） 

 

 

令和５年度 第３回 

ある思想家が「人間は動物になれる。しかし、動物は人間になれない」と言っています。この発言に

対して、 

① 「人間は動物になれる」とはどのようなことなのか？ 

② 「動物は人間になれない」とはどのようなことなのか？ 

この２点について、具体例をあげながら、あなた自身の説明を自由に書いて下さい。（800 字以内） 

 



令和４年度 第１回 

新型コロナウイルス感染症(COVID-19)によってテレワークの時間が増え、コミュニケーション不

足・孤独感が高まったとの報告がありました。孤独感は、メンタルヘルスや心理・社会的問題などと関

連があることが言われています。これまでの知見について触れた上で、あなたの考えを述べなさい。（800

字以内） 

 

 

令和４年度 第２回 

「過労死等の防止のための対策に関する大綱」には、国が取り組む重点対策として、過労死等の調査

研究を行うことが明記され、教職員、IT 産業、外食産業、医療などが調査研究の重点業種とされていま

す。 

 これらの業種従事者の過労死が大きな問題になる一方、政治家、芸術家、芸能人、プロスポーツ選手

などの過労死が報道されることはなく、過労死すること自体がほとんどないように思われます。 

 そこで、政治家、芸術家、芸能人、プロスポーツ選手などが過労死しない原因に触れながら、過労死

を防止するための対策について、あなた自身の考えを書いて下さい。（800 字程度） 

 

 

令和４年度 第３回 

児童虐待に関する相談対応件数は依然として増加しており、特に、子どもの生命が奪われるなど痛ま

しい事件も後を絶たない状況にある。一方で、児童相談所と警察の連携を強化することや人工知能を児

童虐待の検知に役立てようとするなど児童虐待問題に対応するための新しい試みも行われている。 

児童虐待を減らすためにはどうすればよいか。あなたの考えを述べなさい。 

 




